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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成25年4月4日(2013.4.4)

【公開番号】特開2012-92739(P2012-92739A)
【公開日】平成24年5月17日(2012.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2012-019
【出願番号】特願2010-240586(P2010-240586)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｌ   1/356    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０１Ｌ   1/34    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月19日(2013.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関のクランクシャフトと同期回転する駆動側回転部材と、
　前記駆動側回転部材と同軸上に配置され、前記内燃機関の弁開閉用のカムシャフトに同
期回転する従動側回転部材と、
　前記駆動側回転部材と前記従動側回転部材とにより形成され、作動油が供給されること
により前記駆動側回転部材に対する前記従動側回転部材の相対回転位相を遅角方向に移動
させる遅角室及び前記相対回転位相を進角方向に移動させる進角室と、を備え、
　前記駆動側回転部材は、前記従動側回転部材の径方向外側に位置するハウジング本体部
、及び前記カムシャフトの軸方向において前記ハウジング本体部の両側に位置しかつ前記
従動側回転部材と摺動するハウジング側面部と、で構成され、
　前記カムシャフトの軸方向において前記従動側回転部材と前記ハウジング側面部との間
に設けられ、且つ前記相対回転位相を遅角方向もしくは進角方向に向けて付勢するスプリ
ング部材と、
　前記従動側回転部材と前記スプリング部材との間に配置されるスプリングワッシャとを
有し、
　前記スプリングワッシャは、前記カムシャフトの軸方向に向けて延在するフック部を有
し、
　前記スプリング部材の一端は、前記フック部を介在して前記従動側回転部材と係合する
弁開閉時期制御装置。
【請求項２】
請求項１において、
　前記スプリングワッシャは、前記カムシャフトと前記従動側回転部材とを締結する締結
部材の締結部材用ワッシャ部を備える開閉時期制御装置。
【請求項３】
請求項１または２において、
　前記スプリングワッシャは、前記スプリング部材の姿勢を保持するガイド部を備える弁
開閉時期制御装置。
【請求項４】
請求項１～３の何れかにおいて、
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　前記従動側回転部材はアルミニウムにて形成され、
　前記スプリングワッシャはアルミニウムよりも高強度の材料にて形成される弁開閉時期
制御装置。
【請求項５】
請求項１～４の何れかにおいて、
　前記スプリング部材は自由長から所定長さに圧縮した状態で設けられ、前記カムシャフ
トが備えられる側とは反対側の前記ハウジング側面部を押圧する弁開閉時期制御装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記の技術的課題を解決するために本発明に講じられた第１特徴構成は、内燃機関のク
ランクシャフトと同期回転する駆動側回転部材と、前記駆動側回転部材と同軸上に配置さ
れ、前記内燃機関の弁開閉用のカムシャフトと同期回転する従動側回転部材と、前記駆動
側回転部材と前記従動側回転部材とにより形成され、作動油が供給されることにより前記
駆動側回転部材に対する前記従動側回転部材の相対回転位相を遅角方向に移動させる遅角
室及び前記相対回転位相を進角方向に移動させる進角室と、を備え、前記駆動側回転部材
は、前記従動側回転部材の径方向外側に位置するハウジング本体部、及び前記カムシャフ
トの軸方向において前記ハウジング本体部の両側に位置しかつ前記従動側回転部材と摺動
するハウジング側面部と、で構成され、前記カムシャフトの軸方向において前記従動側回
転部材と前記ハウジング側面部との間に設けられ、且つ前記相対回転位相を遅角方向もし
くは進角方向に向けて付勢するスプリング部材と、前記従動側回転部材と前記スプリング
部材との間に配置されるスプリングワッシャとを有し、前記スプリングワッシャは、前記
カムシャフトの軸方向に向けて延在するフック部を有し、前記スプリング部材の一端は、
前記フック部を介在して前記従動側回転部材と係合することである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本特徴構成によれば、カムシャフトの軸方向において従動側回転部材とスプリング部材
との間にスプリングワッシャを配置するため、スプリング部材の径方向長さの変化に伴う
従動側回転部材の磨耗を抑制できる。また、スプリングワッシャにフック部が形成されて
いるため、スプリングワッシャの回動を抑制できる。さらに、スプリング部材の一端は、
フック部を介在して従動側回転部材と係合するため、スプリング部材と従動側回転部材と
が直接当接しない。従って、スプリング部材による従動側回転部材の磨耗を抑制できる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】



(3) JP 2012-92739 A5 2013.4.4

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明に講じられた第５特徴構成は、前記スプリング部材は自由長から所定長さに圧縮
した状態で設けられ、前記カムシャフトが備えられる側とは反対側の前記ハウジング側面
部を押圧することである。
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